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平成30年度大学等向け安全保障貿易管理説明会

- 徳島大学の事例を中心に -
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自己紹介

■ 産学官連携活動 ・知財管理

■リスクマネジメント

・技術移転

・契約・輸出管理 ・利益相反

・ベンチャー支援

徳島大学での業務

■ 四国国立5大学連携

・ABS



3

2．大学における安全保障輸出管理
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問題： 税関は、輸出申告の審査に当たって、安全保障輸出管理に関する
チェックを行なったか確認しなければならない。

回答：○

解説：税関は、輸出令第５条第1項により、貨物を輸出しようとする
ものが輸出許可を受けていること、若しくは、輸出許可を受け
ることを要しないことを確認しなければならないと規定されて
いる。
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文部科学省通知

平成18年 3月「大学及び公的研究機関における輸出管理体制の強化について」

平成21年11月「大学及び公的研究機関における輸出管理について」

大学等における輸出管理の必要性

外為法改正および輸出者等順守基準

平成22年4月施行：輸出者等遵守基準

・大学も「輸出者」 （研究機材の海外持ち出し、留学生への技術指導等）

・体制整備と適切な輸出管理実施等を義務づけ
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平成27年 7月 「大学等における安全保障貿易管理のための体制、意識啓発等に
ついて」高等教育企画課長名で事務連絡

平成29年10月施行：外為法改正（罰則強化）

平成21年11月施行：外為法改正（罰則強化、技術取引規制の見直し）
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刑事罰

・懲罰：10年以下の懲役
・罰金：（個人）3000万円以下

（法人） 10億円以下
ただし、当該違反行為の目的物の価格の5倍が3000万円又は
10億円を超える場合は大きい方

行政制裁
・3年以内の貨物輸出・技術提供の禁止

・輸出入を禁止された個人が、別法人で禁止され
た輸出入を行うことを禁止

社会的制裁
・組織イメージの悪化
・信用失墜による社会的制裁 など

違法輸出に対する罰則

規制対象となる物・技術を許可を取らずに輸出・提供してしまうと、
外為法に基づき、罰せられる場合がある。

これらの罰則は、役務取引、貨物の輸出を行った個人、当該個人が
所属する法人ともに対象になる。
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大学の活動に関するスパイラル

産学官連携活動

留学生の受入れ

外部資金獲得

留学生数増加

リスクマネジメント
社会からの信頼と期待

コンプライアンス

教育・研究の成果

・適切なリスクマネジメント体制を整備し、ポジティブなスパイラルを生み
出すことができる大学組織を構築することが必要

不十分

喪失

委縮
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大学における強い組織体制の実現

■ しかし、大学における予算や人的リソースは限られている。（特に地方大学、
中小規模大学）

■ バランスを維持するためには、大学のビジョンを策定し、人材の配置等、
限られたリソースを効果的、効率的にマネジメントする必要がある。

留学生受入
産学官連携活動等

コンプライアンス
リスクマネジメント

Offense
推進

Defense
管理

グローバル化の流れ
外国人留学生の増加

世界大学ランキングの向上

管理負担増
専門知識の多様化
専門人材の必要性
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徳島大学 基礎データ

※平成30年

教員数 985
職員数 1,456

学生数
7,643

学部学生：6,033
大学院学生：1,610

留学生数 264
（26カ国）

学術交流協定校数 88大学
（27カ国）

学部

・総合科学部
・医学部
・歯学部
・薬学部
・理工学部
・生物資源産業学部

大学院

・総合科学教育部
・医科学教育部
・口腔科学教育部
・薬科学教育部
・栄養生命科学教育部
・保健科学教育部
・先端技術科学教育部
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Kagawa

Ehime Kochi

Tokushima徳島大学
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徳島大学における輸出管理体制づくりの経緯

■ 平成21年 8月 ：当時の産学官連携推進部（現研究支援・産官学連携センター）

佐竹教授が特定非営利活動法人産学連携学会において、安全保
障貿易管理に関するガイドラインの策定に携わる。

学長・担当理事が担当部門の設置を指示

■ 平成23年 9月 ：産学官連携推進部に安全環境管理部門を設置

■ 平成23年12月 ：安全保障輸出管理規則を施行

■ 平成23年11月 ：事務職員向け安全保障輸出管理説明会

■ 平成21年10月 ：学内体制構築に向けて佐竹先生準備開始

■ 平成23年 7月 ：輸出管理WGの設置

■ 平成22年 7月~ ：輸出管理体制構築に向けた検討

内容：予算確保、WGの設立、学内管理の流れ、審査フロー、

規則、他大学の調査（九州工業大学、名古屋大学）、
学内啓蒙活動等

留学生への技術提供等の調査

■ 平成24年 3月 ：教職員向け安全保障輸出管理説明会

安全環境管理部門レター発行開始

■ 平成24年 4月 ：全学実施 ～現在に至る



徳島大学の規則
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教職員（海外との教育・研究活動の予定あり）
事前確認シートの作成

該非判定
取引審査

該非判定結果報告

提出

安全保障輸出管理最高責任者
（学長）

貨物輸出･技術提供承認

安全保障輸出管理統括責任者
（研究担当理事）

安全保障輸出管理
責任者

研究支援・産官学連携センター
知財法務部門

学内における輸出管理体制・流れ

該非判定決定
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経済産業省
四国経済産業局

相談

許可
申請

CISTEC等

1. 問題ない場合は終了

部局安全保障
輸出管理責任者

シートコピー
提出（報告）

結果回答

2. 疑義ありの場合相談

相談



フロー
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輸出管理体制整備のフロー

トップへの説明

体制・規程整備

全学周知・説明

運用開始

大学の
キーパーソン
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経済産業省による取組み

http://www.meti.go.jp/policy/anpo/daigaku.html
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安全保障貿易に係る機微技術管理ガイダンス
（大学・研究機関用）

Ⅱ 安全保障輸出管理制度

Ⅲ 規制対象となる技術の提供等

Ⅳ 技術の提供・貨物の輸出の確認手続き

Ⅴ 個々のケースの確認手続き

Ⅵ 組織体制の整備・運用

Ⅶ 平成29年度外為法一部改正について

Ⅷ 大学関係者等からの主な質疑の例

Ⅸ 規定・帳票の例

Ⅹ 問合せ窓口等

Ⅰ 本ガイダンスの目的・使い方



フロー
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アドバイザー派遣事業

トップへの説明

体制・規程整備

全学周知・説明

運用開始

大学の
キーパーソン

安全保障貿易管理
自主管理促進
アドバイザー

（経済産業省事業）

主担当

大学等で管理体制構築・運用を行ってきた経験を有するアドバイザーが
安全保障貿易管理体制の構築・運用に関する相談に対応。（無償）

体制整備・効果的運用
構築の伴走支援
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徳島大学における教職員の手続きの流れ

① 海外との教育・研究活動の予定あり

③ 事前確認シートを作成

④ 事前確認シートを提出

徳島大学
研究支援・産官学連携センター
知財法務部門のHP
http://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/

② 事前確認シート（最新版）をHPからダウンロード
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貨物輸出・技術提供外国人研究者の受入

外国出張・外国研修

海外の機関等との
共同研究、受託研究

留学生等の受入

注意点：その行為を行う前（受入れる前）に手続きが必要

http://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/


事前確認シートのダウンロード
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クリック



事前確認シートのダウンロード
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該当する様式（最新版）をダウンロードする。

http://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/inside/safety-attention.html
http://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/inside/safety-attention.html


運用上の特徴：5種類の事前確認シート

貨物輸出・技術提供用

外国出張・外国研修用

海外機関等との共同研究等

留学生受入用

◆事前確認シートの様式（5種類）◆
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外国人研究者等の受入れ用

大学での活動に事前確認シート名称を合わせている。
活動をひとまとまりで申請することが可能。

貨物の輸出
（外為法第48条）

技術の提供
（外為法第25条）

輸出管理の対象



事前確認シートの作成（外国出張・外国研修用）
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１．外国出張者・外国研修者

２．相手先について

３．用務について

４．確認項目



事前確認シートのダウンロード
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クリック

http://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/inside/safety-attention.html
http://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/inside/safety-attention.html
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外国出張・研修 事前確認シート：記入注意点
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各部局等の問い合わせ先及び事前確認シートの提出先

（留学生以外）
（１）常三島地区 （２）蔵本地区

研究者の所属 担当窓口 研究者の所属 担当窓口

総合科学部 常三島事務部 総合科学部事務課 総務係 医学部 蔵本事務部 医学部総務課 総務係

理工学部 常三島事務部 理工学部事務課 総務係 歯学部 蔵本事務部 歯学部事務課 総務係

生物資源産業学部 常三島事務部 生物資源産業学部事務課 総務係 薬学部 蔵本事務部 薬学部事務課 総務係

教養教育院 学務部 教育支援課 専門職員（教養教育担当） 病院 病院事務部 総務課 総務係

大学開放実践センター 研究・社会連携部 地域創生課 生涯学習係 先端酵素学研究所
研究・社会連携部 先端酵素学研究所事務課 総務係

情報センター 学術情報部 情報企画課 企画運営係 放射線総合センター

国際センター 学務部 国際課 国際企画係 埋蔵文化財調査室 施設マネジメント部 施設企画課 施設総務係

環境防災研究センター 研究・社会連携部 産学連携・研究推進課 研究推進係

地域創生センター 研究・社会連携部 地域創生課 社会貢献係

研究支援・産官学連携センター 研究・社会連携部 産学連携・研究推進課 産学連携係

総合教育センター 学務部 教育支援課 総務係

教職教育センター 学務部 教育支援課 教務・情報係

創新教育センター 学務部 教育支援課 総務係

保健管理・総合相談センター 学務部 学生支援課 学生支援係

（留学生）
（１）常三島地区 （２）蔵本地区

研究者の所属 担当窓口 研究者の所属 担当窓口

総合科学部 常三島事務部 総合科学部事務課 総務係

医学部

【医学科及び医科栄養学科】
蔵本事務部 医学部学務課 第一教務係（学部業務担当）

理工学部 常三島事務部 理工学部事務課 学務係
【保健学科及び大学院保健科学教育部】
蔵本事務部 医学部学務課 第二教務係

生物資源産業学部 常三島事務部 生物資源産業学部事務課 学務係 【大学院医科学教育部及び大学院栄養生命科学教育部】
蔵本事務部 医学部学務課 第一教務係（大学院業務担当）

歯学部 蔵本事務部 歯学部事務課 学務係

薬学部 蔵本事務部 薬学部事務課 学務係



事前確認シート提出状況
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留学生 研究者 共同研究等 出張・研修 貨物・技術

平成25年度 30 64 2 723 9

平成26年度 35 89 0 813 11

平成27年度 82 103 2 765 16

平成28年度 60 48 1 769 9

平成29年度 136 85 0 854 10

継続的に、研究者の幅広い活動を把握でき、研究者への意識づけも可。

出張時の事前確認シートは手続き上、出張者全員が提出必要

運用上の特徴

・留学生の受入れ手続き・海外出張手続き

・共同研究・受託研究契約・有体物提供契約

事務業務の中で海外との取引を顕在化



知財法務部門の業務内容

教職員（海外との教育・研究活動の予定あり）
事前確認シートの作成

該非判定
取引審査

提出

安全保障輸出管理
責任者

研究支援・産官学連携センター
知財法務部門

1. 問題ない場合は終了

部局安全保障
輸出管理責任者

シートコピー
提出（報告）

2. 疑義ありの場合相談 相談
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■事前確認シート提出件数

平成26年度 948

平成27年度 968

平成28年度 887

平成29年度 1085

■教員ヒアリング 件数

平成26年度 8

平成27年度 5

平成28年度 9

平成29年度 5

■該非判定・取引審査 件数

平成26年度 34

平成27年度 11

平成28年度 8

平成29年度 7

運用上の特徴

国際課から留学生リストを、財務部調達係から保有物品リストを入手し、ダブルチェック

知財法務部門で、事前確認シートの内容をダブルチェック



該非判定・取引審査について

貨物の輸出
（外為法第48条）

技術の提供
（外為法第25条）

リスト規制

キャッチオール規制

大量破壊兵器や通常兵器の開発・製造・使用又は貯蔵に用いられる貨物・
技術をリストにして規制している。

大量破壊兵器や通常兵器の開発等に用いられるおそれがある場合に
規制対象となる。（品目ではなく用途に着目。懸念用途であればすべての
品目に係る）

規制方法

該当の場合 経済産業省へ許可申請が必要
2929



徳島大学の事例

該非判定（貨物）の事例

・ GaN系半導体基板（工学部）

・ 炭素繊維、有機繊維、無機繊維（工学部）

・ 無人航空機、ドローン（工学部）

・ EM-CCDカメラ（工学部）

・ 攪拌機（歯学部）

・ プラスミドDNA（工学部）
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・ ニューラルネットワークを用いた集積回路（理工学部）

・マイクロ波用機器若しくはその部分品又はミリ波用機器の部分品（工学部）

・レーザー発振器（理工学部）

運用上の特徴

事前確認シートのチェック、ヒアリングを繰り返し、各研究室のリスク度
を把握。



貨物の輸出と技術の提供の相談・問合せ比率
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平成29年度大学等向け安全保障貿易管理説明会 立命館大学 石田英之氏 資料より

・ 大学においては企業と異なり、技術の提供（役務取引）の比率が圧倒的に高い。

・ 技術の提供の中でも、留学生･外国人研究者等の受入れは判断が難しい。
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大学 貨物の輸出 技術の提供（役務）

信州大学（H26年度） 14% 86%

九州工大（H26年度） 38% 62%

東北大学（H26年度） 39% 61%

京都大学（H27年度） 29% 71%

大阪大学（H28年度） 36% 64%

立命館大学（H28年度） 15% 85%

徳島大学（H29年度）
※事前確認シート数から算出

0.7% 99.3%
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徳島大学における留学生管理

研究実施時

終了・帰国時

入口管理

中間管理

・受入前に事前確認シートの作成・提出

・研究内容や身分が変わる場合に、
再度、事前確認シートの作成・提出。

入学時

出口管理 ・貨物の持出しがある場合等、必要に応じて、
事前確認シートの作成・提出。

・徳島大学では、入国後6か月を超える場合も居住性にかかわらず、輸出管理上の
チェックを行っている。



参考：徳島大学における留学生・入口管理

留学入学
の形態

入学先

学部 大学院

一般入学 〇 ×

私費留学入試 〇 ×

推薦入学 〇 ×

帰国子女 〇 ×

編入学 〇 ×

国費留学 〇 〇

交換留学 〇 〇

ＤＤ留学 × 〇

研究生 〇 ×

大学院入試 × 〇

本部
入試課

学部
入試委員会

研究支援・産官
学連携センター

輸出管理
確認

教授会
判定

学長
決済

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇 〇

△ 〇 〇 〇 〇

手続の流れ

国際課
在籍留学生
管理

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

留学生管理

・入学を判定する教授会で、輸出管理に関する内容を含め審議。
33



【部門内業務】
・事前確認シートの事務処理（取りまとめ・管理）
・必要書類の改訂
・安全保障輸出管理に関する会議

【フィールドワーク】
・教職員へのヒヤリング
・該非判定・取引審査の支援
・問い合わせへの対応

【普及・啓発活動】
・説明会及び講演会の企画運営
・HP運営
・安全環境管理部門レター発行
・パンフレット作成
・他機関が開催する輸出管理に関するイベントへの参加
（CISTEC、他大学、経済産業省、等）

知財法務部門での業務

34
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普及・啓発活動の実施

学内説明会

教職員向け説明会、分野別説明会

新規採用教職員向け説明会

（H29年7月21日） （H30年7月6日）

教職員向け説明会
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普及・啓発活動の実施

啓発活動の実施

安全保障輸出管理のHP （日本語・英語）

パンフレット（日本語・英語）

安全保障輸出管理レター発行

パンフレット 安全保障輸出管理レター安全保障輸出管理のHP

教職員向けe-learning（経済産業省e-learningをリンク）
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輸出管理担当人材の教育

・CISTEC研修会

一般財団法人安全保障貿易情報センター（CISTEC）

CISTECは、安全保障輸出管理に関する総合的支援のための非営利法人

コース 研修会名称

①
輸
出
管
理
全
般

基礎コース 1
春期基礎コース

秋期基礎コース

実務演習コース

2 該非判定

3 取引審査/監査・指導

輸出管理の基礎/該非判定/取引審査

体制構築コース 責任者のための体制構築コース

コース 研修会名称

②分野別
（≒項番別）

核・原子力関連

化学兵器・生物兵器製造装置関連

先端材料

材料加工

エレクトロニクス

コンピュータ/通信・情報セキュリティ

センサー・レーザー・航法

船舶機器・海洋センサー

化学製剤関連/別表第2

③海外法制度

米国再輸出規則

欧州の法制度

アジアの法制度
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サービス内容：（1） 基礎的書籍、CISTECジャーナルの無償提供
（2） 基礎的セミナーの無償参加
（3） 輸出管理相談の無償受付（年間15件まで）
（4） 講師の無償派遣（年1回）
（5）賛助会員コーナーのご利用（無償）
（6）利用可能な賛助会員向け限定サービス
（7）懸念企業・組織等の情報サービスの提供（有料）
（8）上記以外に、専門的・実務的なセミナー開催や出版物発行、総合

データベース（該非判定コーナー、法令コーナー、ガイダンス
コーナー）等のサービスは、一般向け料金にてご利用可能

CISTEC大学向けサービス

大学会員

徳島大学はCISTECの「大学会員」及び「大学向けCHASER情報」に入会中。

年度会費（暫定）：21万円 （税込）

大学向けCHASER情報

（1）国内外の公的機関等が安全保障関連の何らかの懸念があるものとして公表して
いる組織の名称（別名を含む）

（2）何らかの軍事研究等に関係があると考えられる組織のうち、大学、研究機関を
抽出した、その名称（別名を含む）をリスト化したもの

料金：年間 38,880円（税込）



39

職名 担当者 エフォート

安全保障輸出管理責任者 知財法務部門長 20%
専任職員 客員教授（週2日勤務） 90%

研究支援・産官学連携センター 知財法務部門

輸出管理に要するエフォート

• 徳島大学では、企業出身の客員教授が該非判定・取引審査を主に担当。
（専門知識を持つ担当者を確保するのは困難な場合が多い）

• その他、各部局においても輸出管理業務が必要。

その他、電話対応、事前確認シート管理、システム入力等は事務補佐員等
が実施
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輸出管理体制整備・運用までのフロー

トップへの説明

体制・規程整備

全学周知・説明

運用開始

大学の
キーパーソン

安全保障貿易管理
自主管理促進
アドバイザー

（経済産業省事業）

一般財団法人
安全保障貿易情

報センター
（CISTEC）

体制整備・効果的運用
構築の伴走支援主担当

専門的支援
（有料）専門人材
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2．大学における安全保障輸出管理

3．四国地域の安全保障輸出管理ネットワーク活動

目次

1．はじめに

・運用のポイント

・体制整備のポイント



四国地域クイズ

Shikoku Area

Kagawa

Ehime Kochi

Tokushima

③香川大学

②鳴門教育大学

①徳島大学
⑤高知大学

④愛媛大学

四国地域の国立大学で教員数が一番多い大学は？問題：
42

人口（2016年）
徳島県： 75.0万人
香川県： 97.2万人
愛媛県： 137.5万人
高知県： 72.1万人
四国： 381.8万人

大阪府： 883.8万人
兵庫県： 552.1万人
広島県： 283.8万人

域内総生産（2013年）
徳島県： 2兆9371億円
香川県： 3兆6470億円
愛媛県： 4兆7767億円
高知県： 2兆2627億円
四国： 13兆6234億円

（日本のGDPの2.7％）
大阪府： 37兆3150億円
兵庫県： 19兆2325億円
広島県： 10兆8429億円



四国地域の国立大学の比較

43

大学名 徳島大学 鳴門教育大学 香川大学 愛媛大学 高知大学

教員数

職員数

学生数

学部

正解：
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SICOと大学の関係

四国地域を取り巻く状況

■ 四国産学官連携イノベーション共同推進機構（SICO）が発足し、四国5
国立大学の産学官連携業務（法務支援含む）を統合・一元化

■ 2012年度文部科学省の国立大学改革強化推進事業として、「四国5大学
連携による知のプラットフォーム形成事業」が採択される。
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専門人材の活用

スーパー専門人材
（多様な案件に対応）バイオ関係

ビジネス 工学関係

法務関係

■ 大学では多様な技術を取り扱わなければならない。

■ 足りない知識・情報を補うため、外部機関との連携が必要。

■ 限られた人数で対応しなければならない。

連携

×
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四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

「各大学で実施している安全保障輸出管理の業務についての問題点を共有し、
先進的な取り組みについて学習するなど、共同して大学における輸出管理の仕
組みを構築するための勉強会」として四国地区大学安全保障輸出管理ネット
ワークを実施している。

目的

※ 九州地区大学安全保障輸出管理ネットワークを参考にしている。
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日程：2013年 9月10日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ
【基調講演】 題目：九州大学の輸出管理の取組状況並びに九州地域大学安全保障輸出管理

ネットワークの活動について
講師：九州大学国際法務室・安全保障輸出管理担当 佐藤 弘基 氏

【キックオフミーティング】
参加大学：徳島大学、鳴門教育大学、愛媛大学、高知大学、香川大学、九州大学

第1回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

第2回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2013年11月06日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ
【講演】題目：大学における安全保障輸出管理制度について

講師：一般財団法人安全保障貿易情報センター（CISTEC）輸出管理アドバイザー 森本 正崇 氏
参加大学：徳島大学、鳴門教育大学、愛媛大学、高知大学

活動状況（１）

日程：2013年12月11日 場所：九州大学
【講演】題目：大学における安全保障輸出管理制度について

講師：政府関係者
参加大学：徳島大学、愛媛大学、香川大学

第3回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

第4回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2014年6月20日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ
【講演】題目：大学における安全保障輸出管理制度について

講師：CISTEC輸出管理アドバイザー 橘 善輝 氏
【ミーティング】

参加大学：徳島大学 、鳴門教育大学 、愛媛大学、高知大学、香川大学
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第5回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2014年10月17日 場所：神戸大学
【神戸大学視察】内容：神戸大学の輸出管理の取組について

参加大学：徳島大学、愛媛大学

活動状況（２）

第6回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2014年12月9日 場所：徳島大学 藤井節郎記念ホール
【講演】題目：大学医学系の安全保障輸出管理

講師：大阪大学特任教授・安全保障輸出管理アドバイザー 橘 善輝 氏
参加大学：徳島大学、鳴門教育大学、愛媛大学、九州大学

第7回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2015年5月21日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ
【講演】 題目：大学における安全保障輸出管理制度について

講師：CISTEC輸出管理アドバイザー 森本 正崇 氏
【ミーティング】

参加大学：徳島大学､鳴門教育大学､愛媛大学､ 香川大学

第8回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2016年7月25日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ
【講演】 題目：大学における安全保障輸出管理制度について

講師：CISTEC輸出管理アドバイザー 森本 正崇 氏
【ミーティング】

参加大学：徳島大学､鳴門教育大学､愛媛大学､ 香川大学
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活動状況（３）

第9回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2016年12月16日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ
【講演】題目：安全保障輸出管理の概要と材料分野の該非判定（材料加工系・先端材料系を含む）について

講師：安全保障貿易管理士（総合）・シグマサポートオフィス 橘 善輝 氏
【ミーティング】

参加大学：徳島大学､鳴門教育大学､香川大学､高知大学､ 高知工科大学､愛媛大学

第10回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2017年7月21日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ
【講演】題目：大学における安全保障輸出管理制度について

講師：CISTEC輸出管理アドバイザー 森本 正崇 氏
【ミーティング】

参加大学：徳島大学､鳴門教育大学､香川大学､高知大学､ 愛媛大学
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第11回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2017年12月11日 場所：香川大学 幸町キャンパス 研究交流棟
【内容】
・講演テーマ：安全保障貿易に係る機微技術管理ガイダンス(大学・研究機関用)第三版の概要

講師：経済産業省 貿易経済協力局 貿易管理部 安全保障貿易管理課 上席安全保障貿易検査官
田守 光洋 氏

・講演テーマ：長崎大学における安全保障輸出管理の取組み
講師：長崎大学 研究国際部コーディネーター 兼

経済産業省 安全保障貿易自主管理促進アドバイザー 河合 孝尚 氏
・ネットワークミーティング

【参加者】

経済産業省、四国経済産業局、近畿経済産業局、中国経済産業局、長崎大学、徳島大学、鳴門
教育大学、香川大学、愛媛大学、高知大学、高知工科大学、阿南工業高等専門学校、香川高等
専門学校、新居浜工業高等専門学校

ネットワークミーティング経済産業省からの講演
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第12回四国地区大学安全保障輸出管理ネットワーク

日程：2018年7月6日 場所：徳島大学 産学官連携プラザ

【内容】
・講演テーマ：技術提供の基礎及び管理 大学編

講師：一般財団法人安全保障貿易情報センター（CISTEC） 参与 新留 二郎 氏
・ミーティング

【参加者】
四国済産業局、徳島大学、鳴門教育大学、愛媛大学、香川大学

ネットワークミーティング新留氏（ CISTEC ）からの講演
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四国地区大学への支援（許可申請補助）

貨物名：赤外線カメラモジュール

目的：試作品の展示のため

仕向地：シンガポール

貨物名 判定結果 輸出令別表第1
赤外線カメラモジュール 該当 第10-(2)項

第10-(4)項

個別許可申請

■ 平成27年9月
香川大学の該当貨物の許可申請補助を実施。

輸出可。無事に試作品を持参し、展示会に参加
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■ 香川大学における輸出管理規則の制定や
体制整備をサポート。

■ 平成28年11月：国立大学法人香川大学安全
保障輸出管理規程を施行
（試行実施）

■ 平成29年 4月：輸出管理を本格実施

四国地区大学への支援（体制整備）
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考察

■ 継続的に連携できる体制を構築することが必要である。
（費用や評価は？アドバイザー派遣？一法人複数大学？）

■ 必要に応じて関係機関との連携することは、専門人材の不足を補うため
重要である。

■ 地方大学では支援人員も少ないが、案件数も多くない。（知識不足・
経験不足になりがち。）

■ 近い地域での連携が距離的にも効果的。（地域ネットワークは有効だと
考えられる。）

■ 秘密情報をやり取りする場合は注意が必要。
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大学間ネットワーク

全国の大学間ネットワーク

※平成30年9月19日 中国地区大学等輸出管理ネットワーク 経済産業省 田守光洋発表資料より
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輸出管理体制整備・運用までのフロー

トップへの説明

体制・規程整備

全学周知・説明

運用開始

大学の
キーパーソン

安全保障貿易管理
自主管理促進
アドバイザー

（経済産業省事業）

地域大学等
輸出管理

ネットワーク

一般財団法人
安全保障貿易情

報センター
（CISTEC）

体制整備・効果的運用
に関する伴走支援主担当

専門的支援
（有料）

地域大学に
おける連携

専門人材
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最後に

■ 輸出管理体制の整備は、大学の国際化の推進に必ず必要です。

■ 学内体制の整備や関係機関との協力体制を構築し、バランスを
維持して国際化を推進しましょう。

留学生受入
産学官連携活動等

コンプライアンス
リスクマネジメント

Offense
推進

Defense
管理

グローバル化の流れ
外国人留学生の増加

世界大学ランキングの向上

管理負担増
専門知識の多様化
専門人材の必要性

近隣大学との連携
情報の共有

専門人材の共有



【お問い合わせ】

徳島大学 研究支援・産官学連携センター
副センター長・准教授 井内健介

TEL：088-656-7023
Email：inai.kensuke@tokushima-u.ac.jp
HP：http://www.tokushima-u.ac.jp/ccr/
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ご清聴ありがとうございました。
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